
６／２７（火）の行事

報道発表資料の配付日時 ６月２３日（金）１５時００分

発 表 項 目

令和５年度少年の主張檜山地区大会の開催について
（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

○ 趣 旨

概 要 青少年が柔軟な発想力や自らの主張を正しく伝える力を身につけてもら

うこと、また、大人が中学生に対する理解や関心を深めていただくことを

目的に、次のとおり開催します。

○ 日 時

令和５年(2023年)６月27日（火） 13時00分～16時00分

○ 場 所

厚沢部町町民交流センターあゆみ

（厚沢部町新町181-6）

○ 内 容

檜山管内の中学生１６名による発表

（厚沢部町及びせたな町各３名、他５町各２名）

最優秀賞１名、優秀賞２名を当日の表彰式で表彰

大会スケジュールは別紙のとおり

（主 催）

北海道檜山振興局

参 考 ・少年の主張大会は、昭和54年の国際児童年を記念して開催され、今回で45

回目の大会となります。

・最優秀者は、例年9月初旬に実施される全道大会に推薦します。

報 道 ( 取 材 ) 管内の中学生が自らの意見をまとめ、発表する大会であり、広く住民に理

に 当 た っ て 解を深めていただく機会であることから、積極的な取材をお願いします。

の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 北海道檜山振興局保健環境部社会福祉課子ども子育て支援室

（ 連 絡 先 ） 子ども子育て支援係長 岡元 敬吾

ＴＥＬ ０１３９－５２－６６５４（直通）



令和５年度　少年の主張檜山地区大会スケジュール

○開催日　令和５年６月27日（火）

○スケジュール等

時　間

13:00

13:20

13:45

14:00

14:35

14:45

15:20

15:35

15:45

15:55

16:00

スケジュール

・少年の主張の発表（４名）

・開会

・主催者挨拶　北海道檜山振興局副局長　三浦　寛明（みうら　ひろあき）

・来賓挨拶　厚沢部町長　佐藤　正秀（さとう　まさひで）

・来賓・審査委員紹介、大会日程説明

※当日の進行状況により、休憩時間等変更になる場合もございますので、ご了承願います。

休憩（１０分）

休憩（１０分）

・少年の主張の発表（６名）

・少年の主張の発表（６名）

休憩（１５分）　

の

・審査発表及び表彰式

◆最優秀賞1名、優秀賞2名を選出
◆北海道檜山振興局副局長より受賞者に賞状・副賞を授与
◆函館保護司会連合会から発表者・宣言者に記念品の贈呈

・審査講評

閉会（閉会後、集合写真撮影）



 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月第３日曜日は、 

「道民家庭の日」です！ 

※「道民家庭の日」には 

○家庭が団らんできる機会を持って、心の触れ合う明るい家庭づくりにつとめましょう。 

○それぞれの地域や職場での行事などは、行わないように努めましょう。 



 

令和５年度少年の主張檜山地区大会 
 

 

  と き 令和５年６月２７日（火）１３:００～ 

      ところ 厚沢部町町民センターあゆみ 

 

【プ ロ グ ラ ム】 

１ 開会あいさつ 北海道檜山振興局副局長  三浦 寛明 

２ 来賓あいさつ 厚 沢 部 町 長  佐藤 正秀 

３ 来賓紹介 

４ 審査委員紹介 

５ 日程説明 

６ 「少年の主張」発表 １６名 

７ 思いやりの心を大切にする宣言 

     厚沢部町立厚沢部中学校生徒会 副会長 木口 蒔人 

８ 審査発表 厚沢部町教育委員会教育長 鈴木 聡 

９ 表   彰 北 海 道 檜 山 振 興 局 副 局 長 三浦 寛明 

10 記念品贈呈 函館保護司会連合会 事務局長 池上 てるみ    

11 審査講評 厚沢部町教育委員会教育長 鈴木 聡 

12 閉   会 

 



 

 

北海道檜山振興局 
 

◆ 開 催 目 的 

少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環境が大き

く変化する現代社会にあって、次代を担う少年には、心身ともに健康で他者

を思いやる心をもち、社会的に自立していける、健やかな成長が求められて

いる。 

 そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理

的に考える力や自らの主張を正しく理解してもらう力などを身につけるこ

とが大切であることから、少年が社会に向けての意見、未来への希望などを

発表する機会を設け、少年の健全育成及び非行防止に対する道民の理解を深

める契機となることを目的とする。  

 

 

◆ 主  催  

北海道檜山振興局 

 

◆ 後  援 

管内各町、管内各町教育委員会、函館保護観察所、函館保護司会連合会 

函館更生保護協会、函館更生保護女性連盟、檜山校長会、檜山ＰＴＡ連合会 

檜山青少年育成運動推進指導員会、北海道教育庁檜山教育局 

 

◆ 審 査 委 員 

審査委員長 鈴 木  聡 (厚 沢 部 町 教 育 委 員 会 教 育 長） 

審 査 委 員 谷口 光伸 (檜 山 校 長 会 会 長) 

      飯田 隆志（檜 山 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 会 長） 

      田澤 利行（檜山青少年育成運動推進指導員会長） 

      津川 周一（北海道檜山教育局教育支援課長） 

 

◆ 発 表 内 容 

・社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。 

・ 家庭、学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友だちとの関わりなど。 

・テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会の様々な 

出来事に対する意見や感想、提言など。 

    

以上、３つの中からいずれかの内容について、 

５分程度にまとめて発表を行う。 

 

 



令和５年度少年の主張檜山地区大会出場者 

順 題    名 氏   名 学 校 名 学年 

発 表 者 

１ 「自分らしく」 波
は

佐谷
さ た に

 みちる 上ノ国中学校 ３年 

２ 「生活改善でお悩み解決！」 星野
ほ し の

 蓮斗
れ ん と

 大成中学校 ３年 

３ 「私の夢」 中川
なかがわ

 心
こ

花
はな

 厚沢部中学校 ２年 

４ ずっとそばにいてくれた 笹木
さ さ き

 あいく 乙部中学校 ３年 

５ 「原爆について」 山田
や ま だ

 由
ゆ

空
ら

 厚沢部中学校 ３年 

６ できること   水上
みずがみ

 桜
おう

佑
すけ

 乙部中学校 ３年 

７ 捨てられていく命 山本
やまもと

 葉月
は づ き

 北檜山中学校 ３年 

８ 挑戦を自信に変えて 髙
たか

橋
はし

 杏奈
あ ん な

 瀬棚中学校 ３年 

９ 受け継がれる文化 髙
たか

島
しま

 紫音
し お ん

 江差北中学校 ２年 

１０ 今を生きる 山田
や ま だ

 優姫乃
ゆ め の

 江差北中学校 ３年 

１１ 「言葉」 髙
たか

橋
はし

 利
り

穂
ほ

 奥尻中学校 ２年 

１２ 見えない壁 鈴木
す ず き

 瑛
えい

太
た

 今金中学校 ３年 

１３ 「将来の自分のために」 細
ほそ

畑
はた

 美
み

帆
ほ

 厚沢部中学校 ３年 

１４ 僕の心に響いた言葉 村上
むらかみ

 凪
なぎ

 今金中学校 ２年 

１５ 「拝啓、あなたへ」 菊地
き く ち

 ひなの 奥尻中学校 ２年 

１６ 「人とくらべてしまう自分」 福原
ふくはら

 桃
もも

香
か

 上ノ国中学校 ２年 

 

 


